















































した社会構造的要因に帰属させていった（cf. 浅野編 2009、小谷 1998）。他方、心理学者の多くは、
大人への移行に伴う不連続性や教育環境の機能不全に着目しながら、認知的能力や情緒的能力























































































































発生的起源や別々の神経科学的基盤をもつということが明らかにされつつある（de Waal 1996, 











 4．新しい道徳心理学の3原則―J. ハイトによる直観主義の試み 
 　道徳心理学におけるこのような進化論的転換は、現在、J. ハイトを中心として強力に推進さ
れつつあるといってよいだろう。コールバーグらの認知発達論的アプローチに対抗して、ハ


















































































































































は、他の認知的判断よりも、速く、強く、極端な反応を示す傾向がある（Baumeister 1997, Van 











































会の影響を大きく受けているのではないかと指摘されている（Dabbs & Dabbs 2000, 堀江 2009, 
Eisenegger et al 2011, 2010, Manning 2008）。攻撃性もたんなる自己利害の反映ではなく、家族
の名誉を守る行動や英雄的な利他主義と密接に関連している（Nisbett & Cohen 1996, Dabbs & 
高橋征仁　〈理由なき反抗〉の理由112
Dabbs 2000）。そのため、人間の社会的行動におけるテストステロンの主な役割は、社会的地











































質問項目 第1回 第2回 第3回 第4回
イベント変動
（第4回―第2回）
A酒を飲む －.138 －.217 －.231 －.411＊ .066
B他人に暴力をふるう .001 .003 .012 .125 －.470＊
C深夜0時以降に外出する －.321 －.160 .033 －.435＊ .168
D薬物やシンナー等を使用する .011 －.254 .106 －.460＊ －.622＊＊
Eアダルトサイトを利用する －.264 －.145 .137 －.391＊ －.195
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